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10月 12日に日本に上陸した台風 19号は、本市にも大きな被害をもたらしました。

発災後、イーストピアみやこにはボランティアセンターが設置され、災害復旧活動の拠点とな

りました。台風上陸から約１週間が経過した 10 月 20 日、同所の創作スタジオでは、雑巾縫い

の作業が行われ、多くのボランティアの皆さんが、被災家屋の清掃などで不足しがちな雑巾の

製作に取り組みました。市内外から多くの人たちが結集し、被災地域の復旧に尽力しています。

議会報告会…3Ｐ　　９月定例会議…5Ｐ　　予算特別委員会…7Ｐ　　決算特別委員会…8Ｐ　　一般質問…11Ｐ

政務活動費の使用状況…18Ｐ　　議会トピックス・編集後記…19Ｐ　　みんなのラウンジ…20Ｐ



10 月 12日に日本に上陸した大型の台風 19号は、本市の観測史上最大となる、１時間

あたり 84.5 ミリの雨と激しい風で、本市の交通網や電気・水道といったインフラに甚大

な損害を与えました。また、夜通し続いた風雨に加えて、土砂崩れや冠水によっても市民

の皆さまの貴重な生命や財産が奪い去られ、日を追って災害の全容が明らかになるにつれ

て、私たちが失ったものの大きさを痛感しているところです。

まずもって、今回の台風でお亡くなりになった方へのお悔やみと、被災された皆様へ心

からお見舞いを申し上げます。

また、使命感を胸に公共交通網やライフラインの復旧にあたって下さった市当局や関係

機関、各事業者の皆さま、ボランティアの皆様へ、深く感謝を申し上げます。

宮古市議会では発災直後より、各議員が市内各所にて、情報収集や自主的な復旧活動に

取り組み、それぞれの判断でなすべきことを行いました。その後、10月 17 日には、議

会運営委員会を開き、市からの情報をもとに被害状況を把握し、今後の市議会での災害対

応について協議を行ったところです。

災害復旧まで相応の時間がかかると思われますが、被災された方々の生活が１日も早く

安定し、安らかな心が取り戻せるよう、市議会は議決機関としての務めを果たしていくこ

とをお約束申し上げます。また、市民の皆さまの声を市政に届けることが議会の役割です。

11月 19 日、20 日、21 日の３日間、市内各所で議員との意見交換の場（議会報告会・

意見交換会）を設けますので、台風に関連したお困りごと、お気づきの点がある場合は、

どうぞ遠慮なく私ども議員にお伝えくださいますよう、お願い申し上げます。

 宮古市議会議長　古　舘　章　秀

台風 19号で被災された皆さまへ、お見舞い申し上げます。

復旧にあたって下さった皆さまへ、感謝を申し上げます。
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議
員
と
話
そ
う

市
民
の
皆
様
に
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
市
政
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
議

員
が
直
接
地
域
へ
う
か
が
う
「
議
会
報
告
会
（
意

見
交
換
会
）」
を
今
秋
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

11
月
19
・
20
・
21
日
開
催

※
開
始
時
間
は
、
全
日
程
、
全
会
場

　午
後
６
時
30
分
〜

○
11
月
19
日
（
火
）

　小
国
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

○
11
月
20
日
（
水
）

　西
ヶ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー

○
11
月
21
日
（
木
）

　第
７
分
団
屯
所

【
担
当
議
員
】

　
　工
藤
小
百
合

　畠
山

　茂

　
　西
村
昭
二

　
　熊
坂
伸
子

　
　佐
々
木
清
明

　落
合
久
三

○
11
月
19
日
（
火
）

　八
木
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

○
11
月
20
日
（
水
）

　田
鎖
地
区
総
合
交
流
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　

 
セ
ン
タ
ー

○
11
月
21
日
（
木
）

　三
王
地
区
自
治
会
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

 

セ
ン
タ
ー

【
担
当
議
員
】

　
　長
門
孝
則

　小
島
直
也

　竹
花
邦
彦

　
　白
石
雅
一

　松
本
尚
美

○
11
月
19
日
（
火
）

　重
茂
公
民
館

○
11
月
20
日
（
水
）

　基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー（
新
里
）

○
11
月
21
日
（
木
）

　崎
山
公
民
館

【
担
当
議
員
】

　
　加
藤
俊
郎

　佐
々
木
重
勝

　田
中

　尚

　
　髙
橋
秀
正

　坂
本
悦
夫

○
11
月
19
日
（
火
）

　赤
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　

 

　
　消
防
セ
ン
タ
ー

○
11
月
20
日
（
水
）

　川
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
11
月
21
日
（
木
）

　イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

【
担
当
議
員
】

　
　藤
原
光
昭

　橋
本
久
夫

　木
村

　誠

　
　鳥
居

　晋

　伊
藤

　清

４　班

１　班

２　班３　班
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●
主
な
意
見
の
抜
粋

☆  

「
若
者
の
定
住
化
・
住
環
境
整
備
・

人
口
減
少
」
に
つ
い
て

・
若
者
が
少
な
い
。
若
者
が
多
く
残
る

宮
古
に
し
て
ほ
し
い

・「
孫
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
」
と
の

言
葉
が
あ
っ
た
。
子
、
孫
世
代
が
都

会
に
行
か
な
く
て
も
宮
古
で
も
十
分

に
満
足
な
生
活
が
で
き
る
、
そ
ん
な

町
に
な
っ
て
ほ
し
い

☆ 

「
旧
市
役
所
跡
地
利
用
・
旧
警
察
署

庁
舎
利
用
」
に
つ
い
て

・
市
役
所
跡
地
計
画
は
今
の
ま
ま
で
は

行
き
た
い
場
所
で
は
な
い

・
ど
こ
に
で
も
あ
る
公
園
で
は
な
く
特

徴
あ
る
公
園
に
し
て
ほ
し
い
。
市
民

も
観
光
客
も
こ
こ
に
来
た
い
と
思
わ

せ
る
場
所
に
し
て
ほ
し
い

☆ 

「
公
共
交
通
」
に
つ
い
て

・
免
許
返
納
者
な
ど
に
病
院
等
を
巡
回

す
る
バ
ス
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い

・
ワ
ン
コ
イ
ン
で
ど
こ
で
も
行
け
る
よ

う
な
交
通
が
あ
れ
ば
い
い

☆ 

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い
て

・
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で

・
子
ど
も
、
女
性
、
若
者
、
高
齢
者
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
あ
る
の
で
、
市

民
、
地
域
、
家
族
、
議
会
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
大
事
と
感
じ
た

☆ 

「
少
子
高
齢
化
と
子
ど
も
の
視
点
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・
将
来
は
子
ど
も
の
も
の
、
の
視
点
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
公
園
、
遊
び
場

な
ど
本
気
に
向
き
合
い
実
現
し
な
け

れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
う

・
子
ど
も
た
ち
が
外
で
自
由
に
思
い
切

り
活
動
で
き
る
場
の
充
実

☆ 「
老
人
福
祉
・
医
療
の
充
実
」に
つ
い
て

・
家
族
に
負
担
を
与
え
た
く
な
い
が
、

入
居
す
る
施
設
が
少
な
く
何
年
待
ち

の
現
状
に
将
来
不
安
に
な
る

・
安
心
し
て
病
気
を
治
し
て
も
ら
え
る

専
門
医
が
欲
し
い

☆ 

「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・
芸
術
、
文
化
な
ど
の
遊
び
場
が
子
ど

も
に
も
大
人
に
も
必
要

・「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

環
境
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
が

心
に
残
っ
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
仲
良
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い

☆ 

「
企
業
誘
致
・
若
者
、
女
性
の
職
場

確
保
」
に
つ
い
て

・
若
者
の
仕
事
が
な
い
。
若
者
が
外

へ
出
な
く
て
も
済
む
職
場
、
若
者
が

帰
っ
て
く
る
職
場
が
ほ
し
い

・
企
業
誘
致
し
て
若
者
の
働
け
る
職
場

を
つ
く
る
こ
と

☆ 

「
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・
魚
が
お
い
し
い
。
船
の
音
は
す
る

が
、海
や
波
の
顔
が
見
え
な
く
な
っ
た

・
市
役
所
か
ら
浄
土
ヶ
浜
を
つ
な
ぐ
街

の
中
の
風
景
を
想
像
出
来
る
街
づ
く

り
が
必
要

☆ 

「
そ
の
他
の
意
見
」

・
宮
古
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
バ
ラ
バ
ラ

の
感
が
あ
る

・
市
民
が
市
政
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
、
ま
ち
を
よ
く
す
る
一
番
の
方
法

と
思
っ
た

☆ 「
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」に
つ
い
て

・
市
に
対
し
て
思
う
こ
と
が
あ
っ
て

も
声
が
届
か
な
い
。
今
回
の
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
の
継
続
が
必
要
だ
と
思
っ

た
。
市
民
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

大
事

・
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
年
齢
に
関
係

な
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
せ
て
よ

か
っ
た
。
特
に
若
い
人
た
ち
の
考
え

て
い
る
事
を
聞
け
た
こ
と
は
良
か
っ
た

要望内容 宮古市回答

JR 山田線（宮古盛岡間）の
利用しやすいダイヤを実現し
てほしい

ダイヤ改善について、JRに繰り返し要望している。JRからは「利用状況等を勘案し列車設定を
しており、ダイヤの変更は現状では困難な状況」との回答があった。市として、今後更に実効性
のある利用促進策を行い、利用者の増加をダイヤ改善に繋げていきたい。

閉伊川水門整備事業に係る市
民説明会の開催をしてほしい

現在の進捗状況等について、市民説明会を開催するよう県に対し要請する。

主要地方道重茂半島線の整備
をしてほしい

地域住民の生活と産業経済活動を支える重要な路線である主要地方道重茂半島線について、整備
計画のない区間についても、引き続き整備改良を推進していただくよう、市町村要望に明記し、
県に対して要望していく。

ラジオの難聴地域、携帯電話の
不感地域の解消をしてほしい

和井内地区のラジオの視聴環境については、調査のうえ、県と連携して事業者への働きかけを行っ
ていく。
平片・戸塚地区の携帯電話不感地域の解消については、携帯事業者より該当地域の周辺の整備に
ついて検討していると伺っている。県と連携を図りながら、整備の実現に向けて取り組んでいく。

※要望、回答の詳細につきましては、市ホームページでご覧いただけます。

第
14
回

第13回
第 13回議会報告会での意見のうち、議会が特に重要と考え、市長に
報告した４点の要望への市の回答と、第 14回議会報告会での市民の
皆さまからの意見をお知らせします。
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　29
の
議
案
を
可
決

令
和
元
年
9
月
定
例
会
議
は
、 

9
月

11
日
（
水
）
か
ら 

10
月 

11
日
（
金
）

ま
で
の
31
日
間
の
会
議
日
程
で
行
わ

れ
、
会
期
中
の
本
会
議
の
日
数
は
6
日

で
し
た
。

今
定
例
会
議
で
は
、
平
成
30
年
度
の

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

決
算
計
18
件
を
認
定
し
た
ほ
か
、「
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

の
補
正
予
算
5
件
、「
宮
古
市
保
育
所

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
の
条
例
12
件
、「
宮
古
市
新
市
建
設

計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど
の
そ
の

他
の
議
案
11
件
、
諮
問
1
件
、
意
見
書

1
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
3
日
間

一
般
質
問
は
、
9
月
26
日
（
木
）
27

日
（
金
）
30
日
（
月
）
の
３
日
行
わ

れ
、
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の

重
要
課
題
に
つ
い
て
質
問
等
を
行
い
ま

し
た
。

【
関
連
】一
般
質
問
の
詳
細
は
11
ペ
ー

ジ
か
ら
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　保
育
所
等
副
食
費
給
付
金
を

　含
む
補
正
予
算
が
可
決

令
和
元
年
度
宮
古
市
一
般
会
計
予
算

は
、
保
育
所
等
副
食
費
給
付
金
1
、

８
３
６
万
円
な
ど
24
億
４
３
６
６
万

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

３
９
２
億
２
７
１
４
万
4
千
円
と
な

り
、
昨
年
9
月
時
点
の
一
般
会
計
予

算
４
３
５
億
3
９
４
８
万
円
よ
り
、

43
億
１
２
３
３
万
6
千
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

　可
決
さ
れ
た
主
な
条
例

9
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
条
例

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○  

宮
古
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼ 

国
が
定
め
る
基
準
に
準
じ
て
、
特
定

教
育
・
保
育
施
設
と
の
連
携
要
件
の

緩
和
や
、
食
事
の
提
供
の
た
め
の
費

用
の
取
扱
い
の
変
更
を
す
る
と
と
も

に
、
所
要
の
改
正
を
定
め
た
条
例
で

す
。

令 和 元 年
９月定例会議

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

令
和
元
年
度
補
正
予
算
を
可
決

宮
古
市
議
会
9
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
主
な

条
例
・
議
案
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9 月 11日（水）～
 10 月 11日（金）
 31 日間
決算　18件
補正予算　5件
条例　12件
その他議案　11件
諮問 1件　意見書 1件
一般質問　12人（3日間）

９月の定例会議
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○ 
宮
古
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼ 

代
替
保
育
を
提
供
す
る
た
め
の
連
携

施
設
の
確
保
要
件
の
緩
和
や
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
で
の
食
事
提
供
の
特

例
に
関
す
る
搬
入
施
設
の
範
囲
の
拡

大
な
ど
を
定
め
た
条
例
で
す
。

○ 

宮
古
市
保
育
所
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼ 

公
立
保
育
所
の
保
育
料
を
徴
収
し
な

い
こ
と
を
定
め
た
条
例
で
す
。

○ 

宮
古
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼ 

田
老
三
王
災
害
公
営
住
宅
の
共
同
施

設
と
し
て
児
童
遊
園
を
設
置
す
る
こ

と
を
定
め
た
条
例
で
す
。

　可
決
し
た
意
見
書

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
意
見
書

▼ 

過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
多
面

的
・
公
共
的
機
能
を
今
後
も
引
き
続

き
維
持
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な
過

疎
対
策
法
の
制
定
を
国
に
対
し
強
く

求
め
る
意
見
書
で
す
。
総
務
常
任
委

員
会
に
よ
り
意
見
書
案
が
発
議
さ

れ
、
本
会
議
で
審
議
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　決
算
は
3
分
科
会
で
審
査

平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る

決
算
特
別
委
員
会
（
工
藤
小
百
合
委

員
長
）
が
設
置
さ
れ
、
3
つ
の
分
科

会
で
予
算
の
執
行
状
況
や
事
業
実
績

な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成 

30
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
は

４
６
２
億
１
５
７
６
万
8
千
円
（
前
年

比
16
・
7
％
減
、
執
行
率
87
・
2
％
）、

歳
出
は
４
３
８
億
５
７
３
８
万
7
千
円

（
前
年
比
15
・
9
％
減
、
執
行
率
82
・

7
％
）
で
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
が

６
２
１
億
８
９
５
２
万
３
千
円
、
歳
出

が
５
９
６
億
３
３
０
９
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

10
月
11
日
の
本
会
議
で
は
、
工
藤
委

員
長
が
18
件
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、

こ
の
う
ち
一
般
会
計
で
討
論
が
行
わ
れ

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
別

会
計
、
企
業
会
計
17
件
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

９月定例会議の本会議では、以下の３つの議案
について討論が行われました。議案、発言者を
お知らせします。

議案第６号　宮古市職員定数条例等の一部を改正する条例
　　　　　　　○反対　田中議員　　　○賛成　竹花議員

議案第９号　消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の
　　　　　　整備に関する条例
　　　　　　　○反対　田中議員　　　○賛成　なし

認定第１号　平成30年度宮古市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　○反対　田中議員　　　○賛成　西村議員

賛否一覧表
令和元年９月定例会議

認
定
第
１
号

平
成
30
年
度
宮
古
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

－

システム

可決

議
案
第
９
号

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

×

○

○

○

×

○

－

システム

可決

議
案
第
６
号

宮
古
市
職
員
定
数
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

×

○

○

○

×

○

－

システム

可決

議
案
番
号

　

 

議
案
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　議
員
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（議
席
番
号
順
）

白 石 雅 一

木　村　　　誠

西 村 昭 二

畠　山　　　茂

小 島 直 也

鳥 居　 晋

熊 坂 伸 子

佐々木　清　明

橋 本 久 夫

伊　藤　　　清

佐々木　重　勝

髙 橋 秀 正

坂 本 悦 夫

長 門 孝 則

竹 花 邦 彦

落 合 久 三

松 本 尚 美

加 藤 俊 郎

藤 原 光 昭

田　中　　　尚

工　藤　小百合

古 舘 章 秀

採決方法

議決結果

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

「○」＝賛成者、「×」＝反対者、
「退」＝退席者、「欠」＝欠席者、「除」＝除斥、
「－」＝議長（採決に加わらない）

※ 採決方法欄の「システム」とは、表決シス
テムによる採決（議員の賛否が議場で明ら
かになる）
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議
会
報
告
会

一

般

質

問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

９
月
定
例
会
議

一般会計・特別会計の補正予算を可決令和元年度

財政調整基金積立金、市債管理基金積立金、東日本大震災
復興基金積立金、河南高浜線道路整備事業、赤前地区集会
施設整備事業など決まる

令和元年度一般会計補正予算は、既に議決している歳入・歳出に、それ
ぞれ24 億4366 万円を追加し、予算総額は392 憶2714 万円となりま
す。主な歳入は繰越金19 億5694 万円と繰入金3億4911 万円、市債
6810 万円などです。

　　　区分
会計別

予算額
計

補正前の額 補正額
（1）一般会計 367億8,348 万円 24億4,366 万円 392 億2,714 万円
（2）特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 70億9,251 万円 2,041 万円 71億1,292 万円
介 護 保 険 事 業 68億118 万円 3,427 万円 68億3,545 万円
宮 古 市 墓 地 事 業 456万円 641 万円 1,097 万円

（3）企業会計
水道事業　資本的収入 3億7,102 万円 2,692 万円 3億9,794 万円
　　 〃　　 資 本 的 支 出 7億1,124 万円 3,020 万円 7億4,145 万円

事　業　名
補正前の額

事　業　内　容補　正　額
補正後の額

グリーンピア三陸みやこ施設管理事業
（震災対応分）

0 グリーンピア三陸みやこの仮設住宅跡地のテニスコート 12面を
修復する工事費用です。

1,800 万円
1,800 万円

田老地区防災集団移転促進事業（震
災対応分）

4,447 万円
三王団地内の公園に健康遊具を整備するための費用です。3,000 万円

7,447 万円

赤前地区集会施設整備事業（震災
対応分）

0
赤前地区集会施設の新築工事を行うための費用です。6,850 万円

6,850 万円

施設型給付費等支給事業
9億 3,484 万円 国による副食費免除相当額の公定価格加算分及び 0～ 2歳児の

課税世帯の市独自軽減分として支援します。
4,011 万円

9億 7,495 万円

副食費給付事業
0 国の幼児教育・保育無償化にあたり、市独自支援として、月額

4,500 円を上限に副食費を支援します。
1,836 万円
1,836 万円

施設等利用給付事業
0 預かり保育、認可外保育施設等の利用料に国及び市独自軽減を

行うための費用です。
1,345 万円
1,345 万円

林業施設改修事業（林道改良）
420万円

林道亀ケ沢線他の改良工事費のための費用です。7,326 万円
7,746 万円

海産物等地域ブランド化販売促進
事業（震災対応分）

0 マダラを対象に地域ブランド化、差別化を図れるよう調査研究
を委託するための費用です。

755万円
755 万円

河南高浜線道路整備事業（震災対
応分）

1億 9,370 万円 河南高浜線道路整備事業の一層の工事推進を図るための費用で
す。

8,500 万円
2億 7,870 万円

末広町線無電柱化推進事業（震災
対応分）

1,163 万円 10月 26日から 9日間の社会実験を行うため、末広町線社会実験
運営支援業務と測量等の業務を委託するための費用です。

1,964 万円
3,127 万円

田老地区、鍬ケ崎・光岸地地区津
波監視カメラシステム整備事業（震
災対応分）

0
田老港と宮古港に津波監視カメラシステムを整備するための事
業工事の実施設計業務委託料です。

850万円
850 万円

教育委員会事務局費
1億 5,979 万円 藤原小学校閉校記念事業補助金や統合用学用品等購入費の補助

金です。
146万円

1億 6,125 万円

令和元年度会計別　　9月補正の内容（歳入・歳出）

今回補正の主な事業（一般会計）

末広町通りの整備方針
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議
会
報
告
会

一

般

質

問

９
月
定
例
会
議

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

決
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

予
算
特
別
委
員
会



 

（
分
科
会
長

　松
本
尚
美
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
広
聴
事
務

問

　私
の
提
言
「
市
長
へ
の
手
紙
」

の
中
で
、
市
の
今
後
に
つ
な
が
る
提

言
は
あ
っ
た
か
。

答

　平
成
30
年
度
に
は
、
Ｊ
Ｒ
宮
古

駅
前
の
禁
煙
対
策
の
提
言
が
あ
り
、

禁
煙
エ
リ
ア
に
設
定
し
、
喫
煙
所
を

設
け
た
。
ま
た
、
金
浜
地
域
で
街
並

み
の
変
更
に
伴
い
バ
ス
路
線
の
利
便

性
の
向
上
の
提
言
を
い
た
だ
き
、
実

現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
事
務

問

　ふ
る
さ
と
納
税
活
用
テ
ー
マ

「
市
長
に
お
ま
か
せ
」
の
具
体
的
な

取
扱
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

　平
成
30
年
度
分
の
寄
附
金
は
、

子
ど
も
子
育
て
幸
せ
基
金
に
積
み
立

て
て
い
る
。
令
和
元
年
度
予
算
で

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
子
供
の
均

等
割
減
免
、
特
定
不
妊
治
療
の
助
成

事
業
、
定
住
化
促
進
を
図
る
た
め
の

奨
学
金
育
英
事
業
、
小
中
学
校
の
教

材
の
整
備
に
充
当
し
て
い
る
。

■
空
家
対
策
事
業

問

　空
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
、

空
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
物

件
が
対
象
と
な
る
の
か
。

答

　リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
利
用

は
、
空
家
バ
ン
ク
に
掲
載
す
る
物
件

も
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
件
を

所
有
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受

け
て
、
借
り
や
す
い
、
売
り
や
す
い

よ
う
な
改
修
を
さ
れ
る
場
合
や
物
件

を
借
り
た
い
人
、
買
い
た
い
人
が
補

助
金
を
使
っ
て
改
修
し
て
自
分
の
も

の
に
す
る
場
合
の
２
通
り
の
方
法
が

あ
る
。

■
結
婚
支
援
事
業

問

　み
や
こ
縁
結
び
事
業
の
実
施
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
こ
の
く
ら
い

の
経
費
を
か
け
て
、
平
成
30
年
度
に

カ
ッ
プ
ル
成
立
は
あ
っ
た
か
。
結
婚

に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

答

　平
成
30
年
度
の
こ
の
縁
結
び
事

業
で
イ
ベ
ン
ト
は
２
回
実
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
プ
ル
の
成
立
に
つ
い

て
は
、
1
回
目
は
３
組
、
２
回
目
も

３
組
で
、
１
年
間
の
取
り
組
み
で
、

６
組
達
成
し
た
。
事
業
の
趣
旨
は
結

婚
を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
出
会
い
づ
く
り
の
場
を
提
供
し

カ
ッ
プ
ル
成
立
ま
で
達
成
し
て
い
る

が
、
結
婚
に
至
っ
た
か
ま
で
は
追
っ

て
い
な
い
。

■
Ｊ
Ｒ
山
田
線
利
用
促
進
事
業

問

　Ｊ
Ｒ
山
田
線
利
用
促
進
ツ
ア
ー

３
回
の
具
体
的
な
内
容
と
参
加
人
数

は
。

答

　12
月
末
に
「
宮
古
鮭
ま
つ
り
と

宮
古
魚
菜
市
場
の
旅
」
を
実
施
し
、

参
加
者
37
名
。
１
月
27
日
に
「
冬
の

産
直
と
真
だ
ら
ま
つ
り
」
を
実
施

し
、参
加
者
38
名
。
３
月
３
日
に「
宮

古
毛
ガ
ニ
ま
つ
り
」
を
実
施
し
、
参

加
者
34
名
。
合
計
１
０
９
名
が
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
い
る
。

■
路
線
バ
ス
対
策
事
業

問

　路
線
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

　趣
旨
は
、
路
線
バ
ス
を
使
っ
て

利
用
促
進
と
隠
れ
た
魅
力
を
見
つ
け

て
も
ら
う
も
の
で
、
①
山
田
町
の
オ

ラ
ン
ダ
島
へ
の
ク
ル
ー
ズ
と
山
田
の

ま
ち
歩
き
（
台
風
で
中
止
）、
②
新

里
の
和
井
内
地
区
で
そ
ば
打
ち
と

レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
体
験
、
③
山
田
町

で
つ
ま
み
食
い
の
ま
ち
歩
き
と
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
（
ハ
ー
ブ
を
利
用
し
た
飾

り
物
）
を
つ
く
る
ツ
ア
ー
を
造
成
し

て
い
る
。

■
収
納
事
務

問

　コ
ン
ビ
ニ
を
通
じ
て
収
納
さ
れ

た
市
税
等
の
総
額
は
。

答

　市
税
、
税
外
の
公
金
全
体
の
合

計
は
７
億
５
３
７
９
万
円
で
あ
る
。

■
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業

問

　中
心
市
街
地
拠
点
施
設
建
設
関

連
工
事
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答

　工
事
が
細
か
く
複
数
あ
り
、
当

初
設
計
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
駐
車

場
の
車
両
ど
め
、
施
設
案
内
等
の

サ
イ
ン
の
追
加
、
庁
舎
内
に
ピ
ク

チ
ャ
ー
レ
ー
ル
の
設
置
、
避
難
通
路

に
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ

に
利
用
者
か
ら
の
提
案
に
よ
り
音
の

吸
収
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
設
置
な
ど
。

■
防
災
事
務

問

　避
難
所
用
テ
レ
ビ
18
台
は
、
ど

こ
の
避
難
所
に
設
置
し
た
の
か
。

答

　学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
配
置
し
た
。

学
校
の
体
育
館
に
は
、
そ
も
そ
も
テ

レ
ビ
が
な
い
た
め
、
情
報
収
集
や
避

難
者
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
と
の
要

望
が
あ
り
、
設
置
し
た
。

総
務
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

平
成
30
年
度
決
算
の
分
科
会
ご
と
の

審
査
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

みやこ縁結び事業で行った和菓子作り体験

平成30年度決算審査

8

議
会
報
告
会

一

般

質

問

９
月
定
例
会
議

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

予
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

決
算
特
別
委
員
会

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
地
方
交
付
税

問

　特
別
交
付
税
が
増
え
て
い
る
要

因
は
。

答

　震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
傾
向

と
し
て
は
、
震
災
事
業
が
終
息
し
て

減
る
分
も
あ
る
が
、
過
年
度
分
の
過

少
分
が
追
加
に
な
り
増
え
た
。

 

（
分
科
会
長

　熊
坂
伸
子
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
地
域
力
向
上
支
援
補
助
金

問

　３
組
織
と
も
旧
新
里
地
区
で
あ

る
が
、
他
の
地
区
に
も
公
平
に
周
知

さ
れ
て
い
た
の
か
。

答

　市
民
共
同
推
進
事
業
全
般
に
つ

い
て
、
自
治
会
の
総
会
や
行
政
連
絡

員
の
会
議
で
広
く
周
知
し
て
い
る
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
費

問

　男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
の

認
定
後
の
活
動
内
容
を
伺
う
。
ま

た
、
審
議
会
等
の
委
員
や
、
市
の
役

職
に
お
い
て
も
数
値
目
標
を
掲
げ
て

い
る
が
、取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答

　サ
ポ
ー
タ
ー
は
本
市
の
男
女
共

同
参
画
を
担
う
位
置
付
け
。
認
定
者

が
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
を
結
成
し
、

講
座
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
市

の
審
議
会
等
で
の
女
性
登
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
実
績
で
29
％
。
例
年

３
割
程
度
を
推
移
し
て
い
る
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業

問

　現
在
の
本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
。

答

　平
成
25
年
度
が
４
・
３
％
、
平

成
27
年
度
が
12
・
５
％
で
あ
る
。

■
児
童
虐
待
防
止
事
業

問

　児
童
虐
待
防
止
事
業
に
つ
い

て
。
相
談
件
数
39
件
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
相
談
が
あ
り
、
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
か
。

答

　39
件
の
多
く
が
、
ネ
グ
レ
ク
ト

と
心
理
的
虐
待
。
家
庭
児
童
相
談
員

が
対
応
し
、
警
察
署
や
児
童
相
談
所

な
ど
で
構
成
す
る
、
宮
古
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
幸
せ
基
金

問

　在
宅
子
育
て
支
援
事
業
へ
、
対

象
年
齢
の
延
長
、
所
得
制
限
の
撤

廃
、
支
給
金
額
の
増
額
と
い
っ
た
要

望
は
あ
る
か
。
ま
た
、
検
討
を
し
て

い
る
か
。

答

　ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
支
給
額
の
増

額
や
対
象
年
齢
の
延
長
を
要
望
す
る

声
が
あ
る
。
公
平
性
に
つ
い
て
は
考

え
た
い
。

■
医
師
等
養
成
事
業

問

　制
度
利
用
の
見
込
み
と
実
績
に

は
開
き
が
あ
る
が
、
こ
の
差
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答

　毎
年
新
規
２
名
を
見
込
ん
で
予

算
計
上
し
て
い
る
が
昨
年
度
は
実
績

が
な
か
っ
た
。
周
知
不
足
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
高
等
学
校
の
ほ

か
に
医
学
部
へ
も
Ｐ
Ｒ
を
広
め
た

い
。

■
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業

問

　通
級
者
が
12
人
と
の
実
績
だ

が
、
適
応
指
導
教
室
か
ら
学
校
に
戻

る
者
、
適
応
指
導
教
室
を
辞
め
た
者

の
数
は
。

答

　12
名
の
う
ち
学
校
に
復
帰
し
た

の
は
２
名
。
辞
め
た
者
は
い
な
い

が
、
通
級
が
で
き
な
く
な
っ
た
者
が

１
名
い
て
、
今
年
度
も
働
き
か
け
を

続
け
て
い
る
。

問

　不
登
校
の
数
値
に
関
し
て
、
平

成
30
年
度
予
算
審
査
時
に
は
小
学
生

11
名
、
中
学
生
34
名
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
実
績
値
で
大
き
く
増
え

て
い
る
が
、ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

　大
き
な
課
題
だ
と
捉
え
て
い

る
。
不
登
校
が
増
加
す
る
の
は
、
小

６
か
ら
中
１
へ
の
進
学
時
で
あ
る
。

小
中
連
携
で
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
行
う
こ
と
に
よ
り
対
応
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
学
校
給
食
費
滞
納
繰
越
分

問

　田
老
及
び
川
井
給
食
セ
ン
タ
ー

の
滞
納
繰
越
分
の
収
入
未
済
額
を
解

消
す
る
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
回
収
の
見
込
み
が
な
い

も
の
は
不
納
欠
損
処
理
が
で
き
な
い

の
か
。

答

　東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
等
が

あ
り
田
老
分
は
催
告
を
控
え
て
い

た
。
対
象
世
帯
の
実
態
把
握
に
努
め

た
い
。
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
単
独
で
の
判
断
は
難
し
い

が
、可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
特
別
会
計
◆

■
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

問

　財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
が

あ
り
残
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
収
支
の
詳
細
を
伺
う
。

答

　平
成
29
年
度
分
の
国
庫
補
助

金
の
返
還
の
た
め
に
取
り
崩
し
た

も
の
。
実
質
収
支
で
見
る
と
約

２
０
０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
に
な
る
試

算
だ
が
、
広
域
で
の
国
保
事
業
費
納

付
金
の
調
整
が
あ
る
た
め
、
評
価
は

暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

◆
特
別
会
計
◆

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

問

　今
回
の
決
算
で
財
政
調
整
基
金

は
い
く
ら
に
な
っ
た
か
。
基
金
の
積

み
上
が
り
方
を
み
る
と
、
介
護
保
険

料
の
設
定
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
が
ど
う
か
。

答

　現
時
点
で
約
５
億
２
７
０
０
万

円
の
積
み
立
て
に
な
っ
た
。
今
年
度

後
半
か
ら
第
８
期
計
画
の
策
定
準
備

に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
中
に
計
画

を
策
定
す
る
。

 

（
分
科
会
長

　佐
々
木
重
勝
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
施
設

管
理
事
業

問

　グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
へ

の
指
定
管
理
委
託
料
は
３
８
０
０
万

円
で
あ
る
が
、
決
算
で
経
常
損
失
が

１
８
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
。
こ

の
決
算
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

答

　東
日
本
大
震
災
以
後
、
復
興
需

要
で
一
時
期
宿
泊
客
が
増
え
た
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

の
第
３
期
利
活
用
計
画
の
見
直
し
策

定
中
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ピ

産
業
建
設
分
科
会

大規模太陽光発電所（メガソーラー）

教
育
民
生
分
科
会
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議
会
報
告
会

一

般

質

問

９
月
定
例
会
議

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

予
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

決
算
特
別
委
員
会



ア
三
陸
み
や
こ
に
お
い
て
も
、
経
営

改
善
に
向
け
た
計
画
を
策
定
中
と

伺
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
合
わ
せ
て

今
後
の
利
活
用
を
考
え
て
い
く
。

■
雇
用
対
策
事
業

問

　ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
成

果
を
伺
う
。

答

　国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
終

了
後
、
引
き
続
き
常
用
雇
用
さ
れ
て

い
る
方
が
12
名
い
る
。
本
制
度
は
、

国
の
制
度
の
上
乗
せ
と
い
う
こ
と

で
、
市
内
企
業
の
支
援
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。

■
農
業
委
員
会
組
織
関
係
費

問

　遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

と
農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
と
し

て
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
利
用

意
向
調
査
を
実
施
し
た
、
と
あ
る

が
、
調
査
の
結
果
、
農
地
を
利
用
し

な
い
と
な
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答

　本
調
査
の
結
果
、
農
地
を
利
用

し
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合

は
、
農
業
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

本
人
と
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
し
出

し
も
含
め
た
借
地
及
び
売
却
等
利
用

方
針
に
つ
い
て
の
相
談
の
場
を
設
け

て
い
る
。

■
薬
師
塗
漆
工
芸
館
運
営

問

　薬
師
塗
漆
工
芸
館
の
入
館
者
数

が
減
っ
て
い
る
。
入
館
者
数
を
増
や

す
具
体
的
な
手
立
て
を
考
え
て
い
る

か
。

答

　道
の
駅
も
含
め
、
お
客
さ
ん
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
目
的
型
の
施

設
を
目
指
し
、
や
ま
び
こ
館
、
漆
工

芸
館
の
一
体
的
な
運
営
、
連
携
連
動

し
た
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
漆
工
芸
館

の
運
営
形
態
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

■
水
産
物
消
費
拡
大
事
業

問

　目
黒
の
さ
ん
ま
ま
つ
り
の
当
初

の
目
的
は
、
消
費
拡
大
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
さ
ん
ま
が
獲
れ
な

い
な
か
、
現
時
点
の
事
業
評
価
を
伺

う
。

答

　で
き
る
だ
け
継
続
し
て
実
施
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
宮
古
の
さ

ん
ま
の
Ｐ
Ｒ
場
所
と
し
て
は
、
今
現

在
考
え
ら
れ
る
場
所
の
中
で
1
番
い

い
場
所
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
事
業

は
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
。

■
私
道
整
備
事
業

問

　実
績
が
１
件
の
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
理
由
は
何
か
。

答

　こ
の
事
業
は
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
約
10
年
経
過
し
て
い
る
。
事
業
を

始
め
て
か
ら
多
い
年
で
２
件
、
ま
た

実
績
が
な
い
年
度
も
あ
り
、
１
件
、

２
件
と
い
う
の
が
こ
こ
10
年
の
推

移
で
あ
る
。
今
年
度
は
先
月
末
時

点
で
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
合
計

３
９
８
万
円
程
交
付
決
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
そ
の
ほ
か
に
申
請
前
の
事

前
相
談
と
し
て
２
件
の
相
談
を
受
け

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

■
タ
グ
ボ
ー
ト
常
駐
経
費
補
助
金

問

　平
成
30
年
度
の
タ
グ
ボ
ー
ト
利

用
回
数
73
回
に
対
し
、
補
助
金
額

７
３
０
０
万
円
は
高
い
の
で
は
。

答

　フ
ェ
リ
ー
就
航
に
当
た
り
、
タ

グ
ボ
ー
ト
が
常
に
宮
古
港
に
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ

た
。
宮
古
港
に
い
な
か
っ
た
も
の
を

常
駐
さ
せ
る
経
費
と
し
て
掛
か
っ
て

い
る
も
の
で
、
利
用
回
数
に
よ
っ
て

経
費
が
掛
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
な

お
、
７
３
０
０
万
円
の
う
ち
の
２
分

の
１
は
県
か
ら
の
補
助
が
充
当
さ
れ

て
い
る
。◆

特
別
会
計
◆

■
魚
市
場
事
業
特
別
会
計
（
市
場
管

理
費
）

問

　既
設
棟
改
修
工
事
監
理
業
務
委

託
で
当
初
予
算
９
３
０
万
円
に
対

し
、
結
果
と
し
て
２
９
９
万
円
の
決

算
と
な
っ
て
い
る
。
７
割
近
く
が
不

用
額
と
な
っ
て
い
る
が
こ
の
理
由

は
。

答

　１
回
目
の
入
札
が
不
調
に
終
わ

り
、
２
回
目
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の

金
額
で
落
札
と
な
っ
た
も
の
。
応
札

は
７
者
で
行
わ
れ
た
。

◆
企
業
会
計
◆

■
水
道
事
業
会
計

問

　損
益
計
算
書
中
の
特
別
損
失
の

過
年
度
損
益
修
正
損
に
つ
い
て
、
こ

ち
ら
に
金
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
理

由
は
。

答

　漏
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
漏

水
に
よ
る
減
額
は
、
そ
の
箇
所
の
修

理
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
減
額
申
請
と

な
る
こ
と
か
ら
申
請
時
点
で
の
修
正

と
な
り
、
そ
の
分
に
つ
い
て
、
こ
ち

ら
に
金
額
が
計
上
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
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12 月上旬の開催予定です。会議日程が決まり次第、
宮古市議会のトップページに掲載します。詳しくは議
会事務局におたずねください。（☎ 68－9113）
mail : gikai@city.miyako.iwate.jp

みやこハーバーラジオ（82.6メガヘルツ）

宮古市議会のトップページのリンクをクリックしてご
覧ください。

Facebook

本会議は生中継（ライブ配信）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を除く）
から配信します。（パソコン、スマートフォン、タブレッ
ト端末に対応）

インターネット中継

次回 12月定例会議

宮古市議会の情報をリアルタイムで
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　市
長
は
本
年
６
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
先
進
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
を
視
察
し

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

山
本
市
長

　ド
イ
ツ
で
は
、
産
業
革
命
前
か
ら
世
界

の
平
均
気
温
の
上
昇
を
２
度
未
満
に
抑
え
る

「
パ
リ
協
定
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
化
石

燃
料
・
原
子
力
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
大
転
換
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み

の
中
心
を
自
治
体
が
出
資
す
る
「
シ
ュ
タ
ッ
ト

ベ
ル
ケ
」
と
呼
ば
れ
る
都
市
公
社
が
担
っ
て
い

る
。　ド

イ
ツ
視
察
に
お
い
て
、
住
民
同
士
の
距
離

感
が
近
い
人
口
５
万
人
規
模
が
「
シ
ュ
タ
ッ
ト

ベ
ル
ケ
」
の
運
営
に
適
正
で
あ
る
こ
と
、
多
様

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
有
す
る
本
市

に
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
が
有
効
な
手
段
に
な

り
得
る
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。

　本
市
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
運
営
モ
デ
ル
を

取
り
入
れ
る
た
め
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
が
既
存
の
新
電
力
会
社
に
出
資
す
る
方
法
や

地
元
企
業
な
ど
と
共
に
新
電
力
会
社
を
設
立
す

る
方
法
な
ど
、
本
市
に
相
応
し
い
最
も
有
効
な

方
法
を
検
討
の
上
、
進
め
た
い
。

■
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

　木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
熱
利
用
は
ど

う
か
。

山
本
市
長

　木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
時
の
排
熱
は
、

プ
ー
ル
な
ど
の
温
浴
施
設
や
食
用
魚
の
飼
育
施

設
、
ハ
ウ
ス
栽
培
施
設
な
ど
、
様
々
な
利
用
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
点
を
踏

ま
え
、
熱
利
用
は
も
と
よ
り
、「
地
域
内
経
済

循
環
」
に
結
び
つ
く
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
る
。

市
長
が
行
っ
た

ド
イ
ツ
視
察
の
成
果
は

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
が

有
効
な
手
段

質問答弁

市
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

宮古市区界にある
「宮古くざかいソーラーパーク」

長門 孝則 議員

長門孝則 議員（無所属クラブ） ……………（11）
１　再生可能エネルギーについて

田中尚 議員（日本共産党） …………………（12）
１　行政運営の適正化について

２　地域医療の充実について

３　市長の政治姿勢と県との連携について

松本尚美 議員（無所属クラブ） ……………（12）
１　三陸沿岸道路、宮古盛岡横断道路全線開通の

影響と対策について

２　震災復興完遂と地域活性化について

白石雅一 議員（復興を考える会） …………（13）
１　担い手育成支援として一次産業就業者の

シェアハウスを

２　新社会人が地域で孤立しないようコミュニ
ティづくりの支援を

３　行政自ら働き方改革を進めワーク・ライフ・
バランスを確保するべき

４　宮古市の地域おこし協力隊に幅広い希望者
が応募できるよう要項の見直しをするべき

５　魅力ある水産高校づくりに幅広い視野を

熊坂伸子 議員（ネクストみやこ） …………（13）
１　宮古市総合計画策定にかかる住民参画につ

いて

２　病気治療にかかる補正具購入支援について

３　県要望にかかる水産高校養殖科の新設につ
いて

落合久三 議員（日本共産党） ………………（14）
１　小型漁船漁業・養殖・磯漁業の振興について

２　医療費の窓口負担ゼロ（現物給付）を市単独
で中学生まで拡大することについて

竹花邦彦 議員（新風クラブ） ………………（14）
１　幼児教育・保育の無償化に伴う課題について

２　学童保育の職員配置基準の参酌化に伴う対
応について

３　ふるさと納税について

畠山茂 議員（新風クラブ） …………………（15）
１　宮古市港湾振興ビジョンについて

２　三陸沿岸道路に対応した道の駅について

木村誠 議員（尽政クラブ） …………………（15）
１　がん検診の現状と受診率の向上に対する取

り組みについて

橋本久夫 議員（ネクストみやこ） …………（16）
１　港の価値を高める港湾振興策について

２　スポーツの振興について

伊藤清 議員（無所属クラブ） ………………（16）
１　電気牧柵等の導入費用の支援について

２　ドローンを活用した薬剤散布について

３　特別栽培米の不足分に地元産慣行栽培米の
利用を

西村昭二 議員（ネクストみやこ） …………（17）
１　産業振興と農業被害軽減のためのジビエ肉

加工施設建設について

２　ペット（飼い犬等）の管理マイクロチップ埋
め込み費用の助成について

問

問

答

答
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　三
陸
沿
岸
道
路
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路

が
令
和
２
年
度
中
に
全
線
開
通
す
る
こ
と

が
国
交
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
道
路

を
い
か
に
活
用
し
、
経
済
が
拡
充
し
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
活
性
化
し
豊
か
に
な

る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
受
け
入
れ
環
境

の
備
え
や
、
生
産
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
、
復

興
で
は
な
く
、
衰
退
道
路
に
な
る
。

　ま
た
、
直
線
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
沿
線
の

過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
る
。
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

山
本
市
長

　本
市
を
目
的
地
と
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
よ
る
一
層
の
魅

力
向
上
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
市
の
経
済
効

果
、
利
用
者
の
利
便
性
が
増
す
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
る
。

■
国
・
県
と
の
連
携
へ
の
市
長
の
所
見
は
。

　首
長
が
国
民
と
し
て
、
政
治
家
と
し

て
、
憲
法
に
従
っ
て
発
言
、
行
動
す
る
こ

と
は
問
題
な
く
肯
定
す
る
が
、
市
長
は
知
事
選

　①
医
師
の
偏
在
と
関
連
す
る
医
師
不
足

の
中
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
な
ど
が

行
わ
れ
て
来
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
と
Ｉ
Ｔ
技
術
の
向
上
は
専
門
医
の
画
像
診
断

お
よ
び
遠
隔
治
療
な
ど
の
可
能
性
を
広
げ
て
い

る
。
初
期
医
療
か
ら
入
院
等
の
二
次
医
療
機
能

を
担
う
県
立
宮
古
病
院
を
中
核
と
す
る
運
用
実

態
や
課
題
は
何
か
。

　②
地
域
医
療
の
充
実
に
は
県
立
宮
古
病
院
の

さ
ら
な
る
医
師
確
保
と
同
時
に
、
そ
の
役
割
と

機
能
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
県
立
病
院
の
配
置

状
況
、
と
り
わ
け
救
急
・
救
命
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

山
本
市
長

　①
情
報
通
信
技
術
の
「
み
や
こ
サ
ー
モ

ン
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
効
率
的
な
医
療
提
供

の
た
め
、
患
者
の
医
療
デ
ー
タ
等
の
情
報
共
有

を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
の
参
画
施
設
は
７
月

末
で
１
２
４
か
所
で
あ
る
。
市
の
診
療
所
で
は

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
等
情
報
化
を
進
め
て
お

に
お
い
て
特
定
の
候
補
を
震
災
復
興
完
遂
と
地

方
創
生
、
地
域
活
性
化
に
は
政
権
与
党
と
の
連

携
が
重
要
と
示
す
と
共
に
、
国
へ
の
働
き
か
け

で
知
事
と
連
携
出
来
て
い
な
い
と
公
言
し
た
。

市
長
の
発
言
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
看
過
で
き
な

い
。
震
災
復
興
完
遂
と
地
方
創
生
、
地
域
活
性

化
は
大
命
題
だ
。
国
、
県
と
の
連
携
の
市
長
の

発
言
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　本
市
の
抱
え
る
地
域
課
題
に
つ
い
て

は
、
県
に
対
し
て
も
、
県
事
業
推
進
、
国
へ
の

働
き
か
け
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
要
望
し
、
連

携
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
震

災
復
興
完
遂
、
地
域
活
性
化
に
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

り
、
川
井
診
療
所
で
は
遠
隔
画
像
診
断
を
実

施
、
昨
年
度
は
２
４
７
件
の
読
影
レ
ポ
ー
ト
で

診
断
、
治
療
に
活
用
し
て
い
る
。

　②
引
き
続
き
宮
古
病
院
の
常
勤
医
師
の
確

保
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
化
を
強
く
要
望
し
て

行
く
。

■
市
長
の
政
治
姿
勢
と
県
の
連
携
は
。

　市
長
は
知
事
選
挙
で
国
、
県
内
市
町
村

長
と
の
緊
密
な
連
携
不
足
を
理
由
に
対
立

候
補
を
支
援
し
た
。
連
携
不
足
で
市
に
ど
の
よ

う
な
不
都
合
が
生
ま
れ
、
副
市
長
２
人
制
と
の

関
係
で
、
ど
の
よ
う
な
改
善
効
果
を
あ
げ
て
い

る
の
か
。

山
本
市
長

　ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
の

決
定
等
は
県
と
の
強
い
連
携
で
成
し
遂
げ
ら
れ

た
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
県
と
の
連
携
を
深

め
る
。

高
規
格
道
路
全
線

開
通
後
の
対
策
を
早
く

宮
古
病
院
の
さ
ら
な
る

機
能
向
上
は

観
光
、物
流
の
環
境

整
備
に
取
り
組
む

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
強
く
要
望

質問 質問答弁 答弁

高規格道路の開通に向けて
受け入れ環境の備えが求められる

望まれる救命・救急センター整備

松本 尚美 議員 田中 尚 議員

問 問

問

問

答

答

答 答
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　市
民
と
の
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し

た
総
合
計
画
の
策
定
が
肝
要
で
す
。
次
期

総
合
計
画
策
定
に
か
か
る
取
り
組
み
で
は
住
民

参
画
の
工
夫
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

山
本
市
長

　次
期
総
合
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て

は
、多
様
な
市
民
参
画
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

広
報
、周
知
に
工
夫
を
重
ね
、よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
の
参
画
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
改
善
を
図
っ

て
い
く
。

■
医
療
用
補
正
具
購
入
に
支
援
を

　患
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
社
会
参
加
の
促
進
及
び
療
養
生
活

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
医
療
用
か
つ
ら
や

胸
部
補
正
具
等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
宮
古
市
で
も
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

山
本
市
長

　今
後
、
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
聞
き

取
り
な
ど
に
よ
り
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

　市
で
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
に
力
を
い

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
高
校
卒
業
し
そ
の

ま
ま
地
元
に
就
職
し
た
若
者
た
ち
、
そ
し
て
県

外
に
進
学
し
大
学
卒
業
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し

た
若
者
た
ち
に
対
し
て
の
支
援
が
必
要
だ
と
感

じ
る
。
職
場
や
地
域
に
、
悩
み
を
相
談
し
合
え

る
同
世
代
の
仲
間
が
い
な
い
な
ど
、
地
域
に

残
っ
た
若
者
た
ち
が
孤
立
し
や
す
い
環
境
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
教
育
・
成
長
の
機

会
の
場
と
し
て
、
新
社
会
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
支
援
政
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

山
本
市
長

　宮
古
市
で
は
、
従
来
か
ら
市
内
事
業
者

の
共
同
新
入
社
員
研
修
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

近
年
は
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
て
若
者
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
早
期
離
職
防
止
や

定
住
化
促
進
に
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
事
業
成
果
を
注
視
し
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

ズ
が
あ
る
か
、
情
報
収
集
し
て
い
く
。

■
養
殖
科
新
設
の
県
要
望
に
つ
い
て

　今
年
度
の
県
要
望
に
、
県
立
宮
古
水
産

高
校
へ
の
養
殖
科
新
設
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
現
状
で
は
実
現
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
市
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
、

実
現
さ
せ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

山
本
市
長

　沿
岸
市
町
村
と
連
携
し
、
三
陸
沿
岸
の

魅
力
を
発
信
し
、
子
供
た
ち
が
、
養
殖
漁
業
を

将
来
の
職
業
の
一
つ
と
し
て
選
択
で
き
る
よ
う

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
宮
古
水
産
高
校
と
、

養
殖
科
新
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
す
る

場
を
設
け
る
な
ど
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

県
へ
の
要
望
を
続
け
て
い
く
。

■
担
い
手
育
成
支
援
と
し
て
一
次
産
業
就
業
者

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を

　人
口
流
出
、
一
次
産
業
の
担
い
手
不
足

が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
若
者
の
定
住
化
支

援
の
政
策
と
し
て
、
空
き
家
を
使
っ
た
一
次
産

業
新
規
就
業
者
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
が
広
が

り
始
め
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
、
一
次
産
業
の

担
い
手
不
足
と
空
き
家
問
題
を
解
決
し
、
若
者

の
定
住
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
市
で
も
検
討
し
実
施
す
る
べ
き
と
感
じ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

山
本
市
長

　市
で
は
担
い
手
確
保
対
策
の
中
で
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
対
象
の
家
賃
助
成
を
行
っ
て
い

る
が
実
績
は
ま
だ
無
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
と
の

連
携
を
取
り
、
住
居
が
確
保
で
き
る
よ
う
掲
載

物
件
の
拡
充
を
図
る
。

総
合
計
画
策
定
に

も
っ
と
住
民
参
画
を

新
社
会
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を

広
報
、周
知
を
工
夫
し

改
善
す
る

事
業
成
果
を
注
視
し

支
援
を
行
っ
て
い
く

質問 質問答弁 答弁

「皆で目指す十年後の宮古市」を
示す宮古市総合計画

新社会人を対象にしたルーキーズ
カレッジ（本年６月開催）

熊坂 伸子 議員 白石 雅一 議員

問 問

問

問 問

答

答

答

答 答
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　幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
実
施
に
伴

い
、
保
育
所
入
所
希
望
者
が
増
加
し
、
待

機
児
童
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
待
機

児
童
対
策
に
向
け
た
市
の
方
策
を
伺
う
。

　待
機
児
童
の
最
大
の
要
因
は
、
保
育
士
不
足

に
あ
る
。
無
償
化
に
よ
り
保
育
士
不
足
が
一

層
、
深
刻
化
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
市
の
保
育

士
確
保
対
策
を
併
せ
て
伺
う
。

山
本
市
長

　無
償
化
に
よ
り
、
入
所
希
望
の
子
ど
も

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
対
応
と
し
て
、
新

規
施
設
の
整
備
、
既
存
施
設
の
利
用
定
員
増
等

が
必
要
に
な
る
。
新
規
施
設
と
し
て
、
家
庭
的

保
育
事
業
所
を
今
年
度
も
、
磯
鶏
地
区
に
１
ヶ

所
開
所
し
た
。
ま
た
、
新
築
工
事
中
の
花
輪
保

育
所
が
来
春
完
成
す
る
と
15
名
の
定
員
増
が
図

ら
れ
る
。

　保
育
士
確
保
で
は
、
花
輪
保
育
所
の
指
定
管

理
委
託
に
よ
り
、
保
育
士
を
他
の
市
立
保
育
所

に
異
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
更
な
る
児
童
の
受
け

入
れ
も
可
能
と
な
る
。
民
間
施
設
で
は
、
宮
古

　①
現
在
（
９
月
27
日
）
サ
ン
マ
の
水
揚

げ
は
ゼ
ロ
だ
。
17
日
北
海
道
の
サ
ン
マ
船

が
沖
合
６
４
０
㌔
地
点
で
遭
難
し
た
。
群
れ
が

見
つ
か
ら
ず
沖
へ
沖
へ
と
行
っ
た
結
果
だ
。
事

態
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ

三
大
魚
種
（
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
ス
ル
メ
イ
カ
）

以
外
の
水
揚
げ
に
つ
い
て
現
状
を
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
平
成
30
年
度
魚
市
場
全
体
の
水

揚
げ
に
占
め
る
三
大
魚
種
の
割
合
は
数
量
で

37
％
、
金
額
で
52
％
。
そ
れ
以
外
の
魚
種
で

水
揚
１
億
円
以
上
は
タ
ラ
（
９
億
円
）
吉
次

（
３
億
６
千
万
円
）
タ
コ
（
２
億
７
千
万
円
）

サ
バ

　助
宗

　イ
サ
ダ

　カ
レ
イ
類

　カ
ニ

で
、
８
魚
種
の
占
め
る
割
合
は
数
量
で
54
％
、

金
額
で
34
％
だ
。
漁
船
漁
業
振
興
で
何
が
課
題

か
。

②
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
の
国
補
助
が
今
年
度
で
終

了
す
る
。
田
老
漁
協
の
場
合
、
年
間
１
２
０
万

個
の
生
産
に
対
し
国
の
補
助
は
２
０
０
０
万
円

だ
が
来
年
度
以
降
も
延
長
す
る
よ
う
国
に
き
っ

ち
り
要
請
す
べ
き
だ
。

市
子
ど
も
・
子
育
て
幸
せ
基
金
事
業
で
、
保
育

士
に
限
っ
て
い
た
対
象
を
幼
稚
園
教
諭
に
拡
大

す
る
等
、
人
材
確
保
を
図
る
よ
う
検
討
す
る
。

■
学
童
保
育
の
職
員
基
準
に
つ
い
て

　学
童
保
育
に
関
し
、
国
は
市
職
員
配
置

基
準
を
実
質
的
に
撤
廃
す
る
参
酌
化
基
準

と
し
た
。

子
ど
も
の
安
全
と
指
導
員
の
専
門
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
、
安
易
な
基
準
引
き
下
げ
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

山
本
市
長

　市
は
、
学
童
保
育
の
安
全
性
と
質
の
確

保
の
た
め
、
現
在
の
基
準
に
よ
る
職
員
配
置
を

次
年
度
以
降
も
行
う
。

山
本
市
長

　①
水
揚
の
増
大
、
担
い
手
確
保
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
資
源
回
復
と

確
保
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
が
必
要
と
考
え

る
。
②
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
来
年
度
も
継
続

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

■
中
学
ま
で
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に

　宮
古
市
は
中
学
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

実
施
し
て
い
る
が
窓
口
で
い
っ
た
ん
支
払

い
、
後
日
返
還
さ
れ
る
償
還
払
い
だ
。
子
育
て

し
や
す
い
街
と
言
う
意
味
で
も
現
物
給
付
に
踏

み
出
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

山
本
市
長

　医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
県
統
一
で
実

施
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

幼
保
無
償
化
に
よ
る

待
機
児
童
対
策
等
は

漁
船
漁
業
の
さ
ら
な
る

推
進
に
は

花
輪
保
育
所
整
備
等
で

利
用
者
増
に
対
応

水
揚
げ
増
大
と
担
い
手

育
成
確
保
が
必
要

質問 質問答弁 答弁

市内保育所の運動会 宮古の毛ガニ

竹花 邦彦 議員 落合 久三 議員

問 問

問 問

答

答答 答
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　平
成
30
年
4
月
ま
で
の
実
績
に
よ
る

と
、
本
市
で
実
施
さ
れ
た
ガ
ン
検
診
で
合

計
35
人
に
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
未
受
診

者
は
こ
う
し
た
実
績
を
知
ら
ず
、
検
診
の
重
要

性
や
早
期
発
見
の
大
切
さ
に
気
付
く
た
め
の
情

報
が
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
例
え
ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
推
奨
ハ
ガ
キ

な
ど
、
こ
う
し
た
実
績
を
記
す
こ
と
で
、
検
診

の
重
要
性
を
認
識
し
、
ガ
ン
を
身
近
な
問
題
と

考
え
、
受
診
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎

年
検
診
前
に
開
催
し
て
い
る
保
健
推
進
委
員
の

会
議
に
お
い
て
各
検
診
受
診
率
や
ガ
ン
発
見
率

等
を
報
告
し
て
い
る
。保
健
推
進
委
員
に
は
検

診
受
付
票
や
成
人
け
ん
し
ん
の
お
知
ら
せ

等
を
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
際
に
受
診
勧
奨
も
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
、
ガ
ン
検
診
の
効
果
的
な
周
知
方
法
を
工
夫

し
て
い
く
。

　宮
古
市
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
①
市
民
か
ら
若
者
の
雇
用
の
確
保
は

要
望
や
期
待
が
多
く
、
一
方
で
企
業
誘
致
は
長

年
進
展
が
な
い
。
今
後
の
企
業
誘
致
の
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。
②
リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
宮
古
は
、

国
か
ら
マ
リ
ン
チ
ッ
ク
街
道
に
選
ば
れ
た
が
効

果
や
今
後
の
事
業
展
開
を
伺
う
。
③
出
崎
ふ
頭

先
端
地
区
の
整
備
は
、
来
年
度
に
完
成
予
定
。

今
後
の
出
崎
地
区
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。
④

交
流
人
口
の
観
点
か
ら
、
国
が
募
集
し
て
い
る

「
釣
り
文
化
振
興
モ
デ
ル
港
」
を
目
指
す
べ

き
、
見
解
を
伺
う
。
⑤
今
年
４
月
、
県
内
初
と

な
る
10
万
ト
ン
を
超
え
る
大
型
客
船
が
寄
港
し

た
。
今
回
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

山
本
市
長

　①
藤
原
ふ
頭
工
業
用
地
は
、
土
地
所
有

者
の
県
と
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
補

助
金
制
度
の
見
直
し
の
調
査
・
研
究
も
進
め

る
。
②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り

魅
力
が
広
く
発
信
さ
れ
誘
客
に
つ
な
が
る
と
期

待
す
る
。
③
現
在
、
県
が
宮
古
港
出
崎
地
区
緑

　働
く
世
代
が
受
診
し
や
す
い
よ
う
、
検

診
日
や
時
間
帯
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　今
年
度
に
実
施
す
る
49
日
間
の
検
診
日

程
の
う
ち
、
土
日
祝
日
の
実
施
は
14
日
間
と

な
っ
て
い
る
。
夜
間
の
実
施
に
関
し
て
は
、
以

前
実
施
し
た
結
果
、
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
の
自
治
体
で
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と

し
て
、
女
性
が
受
診
し
や
す
い
環
境
と
す
る
た

め
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
２
日
間
設
け
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
受
診
し
や
す
い
ガ
ン
検
診
の
実
施

に
し
て
い
く
。

地
検
討
委
員
会
で
緑
地
整
備
と
旅
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
を
検
討
し
て
い
る
。
④
モ
デ
ル
港
の
指

定
に
は
要
件
が
あ
り
、
港
湾
管
理
者
の
県
と
協

議
す
る
。
⑤
関
係
機
関
と
連
携
し
取
組
み
、

三
千
万
円
の
消
費
が
あ
っ
た
と
推
計
。
一
方
、

課
題
も
挙
げ
ら
れ
た
の
で
、
更
な
る
誘
致
活
動

を
関
係
機
関
と
取
組
む
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
に
対
す
る
道
の
駅
の
戦
略
は

　三
陸
沿
岸
道
路
は
来
年
度
に
全
線
開
通

の
見
通
し
だ
が
、
交
通
量
の
激
変
が
予
測

さ
れ
る
。
今
後
の
道
の
駅
の
戦
略
に
つ
い
て
伺

う
。

山
本
市
長

　既
存
の
道
の
駅
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
誘
客
を
図
り
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
む
。

ガ
ン
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
に
は

今
後
の
企
業
誘
致
の

展
望
を
伺
う

受
診
の
動
機
づ
け
の

方
法
を
工
夫
す
る

県
と
情
報
共
有
を

図
り
、取
り
組
む

質問 質問答弁 答弁

積極的にガン検診を
受診しましょう

藤原ふ頭工業用地の空き地

木村 誠 議員 畠山 茂 議員

問 問

問 問

答

答

答 答
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　農
家
で
は
シ
カ
被
害
対
策
と
し
て
、

個
々
に
電
気
牧
柵
を
設
置
し
対
策
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
未
設
置
の
農
地
も
多
く
、

被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
耕
作
を
あ
き
ら
め
る

農
家
も
増
え
て
い
る
。
電
気
牧
柵
の
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
現
状
、
国
の
補
助
を
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
だ
が
、
集
落
ご
と
の
広
範
囲
の
設
置

は
、
補
助
額
の
関
係
で
一
度
に
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
市
独
自
の
補
助
に
よ
り
短
期
間

で
広
範
囲
の
整
備
が
可
能
と
な
る
よ
う
支
援
拡

充
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　市
単
独
の
事
業
は
、
小
規
模
の
電
気
牧

柵
設
置
に
係
る
購
入
費
を
対
象
と
し
て
い
る
。

国
の
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
不
足
分
を
追
加

要
望
に
よ
り
実
施
で
き
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
地
域
と
密
接
に
協
議
の
う
え
進
め
て
い
く
。

■
ド
ロ
ー
ン
で
の
薬
剤
散
布
を

　県
内
で
は
農
薬
散
布
時
の
労
力
負
担
軽

減
と
時
間
短
縮
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
散
布
が
増
え
て
い
る
。
当
市
も
購
入
費
用
、

　①
今
般
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る
宮
古
市

港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
港
湾
の
姿
を
目
指
し

て
い
く
の
か
。
②
出
崎
ふ
頭
の
埋
め
立
て
整
備

後
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
何
の
効
果

を
狙
う
の
か
。
③
以
前
提
案
し
た
海
釣
り
公
園

の
計
画
も
見
え
る
が
そ
の
内
容
は
。
④
ふ
頭
を

拠
点
に
し
た
小
型
船
ツ
ア
ー
や
海
上
タ
ク
シ
ー

な
ど
海
上
交
通
シ
ス
テ
ム
も
再
度
検
討
す
べ
き

だ
。
⑤
神
林
木
材
港
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
対

応
と
し
て
、
早
急
に
泊
地
整
備
の
目
処
を
立
て

る
べ
き
だ
。
⑥
フ
ェ
リ
ー
利
用
促
進
の
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
こ
れ
ら
の
現
状
と

対
策
を
伺
う
。

山
本
市
長

　①
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
委
員
14
名
で

委
員
会
を
構
成
し
、
現
在
策
定
中
で
あ
る
。
②

出
崎
ふ
頭
は
観
光
拠
点
の
一
つ
で
「
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
交
流
人
口
の
拠
点
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
③
イ
ベ
ン
ト
広
場
や

海
釣
り
エ
リ
ア
の
整
備
案
が
提
案
さ
れ
て
い

免
許
取
得
等
の
支
援
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
は
、
操
作
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
が
必
要
で
あ
り
、
認
定
講
習
会
の
受

講
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
航
空
法
に
基
づ

く
散
布
計
画
や
実
績
報
告
の
義
務
も
あ
る
。
ド

ロ
ー
ン
は
１
台
あ
た
り
二
百
万
か
ら
四
百
万
円

と
高
額
だ
が
、
導
入
に
は
、
国
事
業
で
導
入
費

の
２
分
の
１
を
、
県
事
業
で
県
３
分
の
１
、
市

６
分
の
１
の
補
助
を
受
け
て
導
入
が
可
能
で
あ

る
。
導
入
に
関
し
て
は
、
導
入
後
の
管
理
や
運

用
面
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
業
者

の
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

る
。
④
海
上
交
通
シ
ス
テ
ム
は
関
係
者
と
の
調

整
を
図
る
。
⑤
神
林
木
材
港
は
県
が
今
年
度
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
あ
り
方
を
検
討
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
⑥
フ
ェ
リ
ー
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、
各
関
係
団
体
と
連
携
し
積
極
的
に

展
開
す
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を

　宮
古
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

し
て
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
展
開

し
、
観
光
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
の
人
々

の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
取

組
み
を
伺
う
。

山
本
市
長

　「
み
や
こ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
連

絡
会
議
」
を
設
立
し
た
。
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
振
興
に
取
組

む
。

電
気
牧
柵
等
の
購
入

費
用
の
支
援
を

港
の
価
値
を
高
め
る

港
湾
振
興
策
を

地
域
と
密
接
に
協
議

の
う
え
進
め
て
い
く

委
員
会
で
新
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
案
を
策
定
中

質問 質問答弁 答弁

シカ被害対策に有効な電気牧柵 かつて賑わいをみせた
宮古港藤原ふ頭

伊藤 清 議員 橋本 久夫 議員

問 問

問

問

答

答

答

答
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　近
年
、
岩
手
県
全
域
に
お
い
て
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
宮
古
市
は
沿
岸
部
の
中
央
に
位
置

し
、
復
興
道
路
や
宮
古
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
航
路
等

の
交
通
網
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
害
捕
獲
事
業

な
ど
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
廃
棄
処
分
と
な
っ
て

い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
利
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
振
興
や
農
業
被
害

軽
減
と
い
っ
た
利
点
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。
ジ

ビ
エ
加
工
施
設
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　本
市
で
平
成
29
年
度
９
７
２
頭
、
平
成

30
年
度
６
７
３
頭
の
シ
カ
が
捕
獲
さ
れ
、
ご
み

処
理
施
設
内
に
埋
却
処
分
し
て
い
る
。
国
の
モ

デ
ル
事
業
で
17
地
区
で
ジ
ビ
エ
肉
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
加
工
品
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
新
た
な
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。
現
在
、
ジ
ビ
エ
肉
加
工
施
設
の

建
設
、
運
営
等
の
可
能
性
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
て
い
る
。

■ 

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
費
用
助
成
に
つ

い
て

　本
年
６
月
、
改
正
動
物
愛
護
法
が
成
立

し
、
内
容
は
、
す
で
に
飼
っ
て
い
る
犬
猫

な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
の
努
力
義
務
を

課
す
と
い
っ
た
内
容
等
で
あ
る
。
動
物
愛
護
と

適
正
管
理
の
観
点
か
ら
飼
い
主
の
負
担
軽
減
の

た
め
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　装
着
が
進
む
よ
う
推
奨
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
普
及

に
繋
が
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
。

（
※
）
ジ
ビ
エ
と
は
、
狩
猟
や
有
害
捕
獲
事
業

等
で
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
の
肉
の
こ
と

ジ
ビ
エ（
※
）加
工
施
設

建
設
に
つ
い
て

情
報
収
集
し
て
い
る

と
こ
ろ

質問答弁

ジビエ肉を活用したジビエ料理

西村 昭二 議員

再質問、その他一般質問の詳細につ
いては、パソコン、スマートフォン、
タブレットから動画にてご覧いただ
けます。

URL：httpswww.city.miyako.iwate.
　　　 jpgikainettyukei.html

全国市議会議長会

永年表彰
　全国市議会議長会第 95 回定期総会において、

市議会議員として長年にわたり、地方自治の発展

と振興に貢献した功績により、本議会より３名の

議員が表彰を受けました。

※ 在職年数の計算は「全国市議会議長会表彰規程」に基

づき、合併前の旧町村の勤続年数を 2分の 1として年

数に通算し計算されています。

○ 45 年 表彰

　田中　尚 議員

○ 25 年 表彰

　藤原 光昭 議員

○ 20 年 表彰

　加藤 俊郎 議員

問

問

答

答

17

議
会
報
告
会

９
月
定
例
会
議

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記

一

般

質

問



政務活動費の使用状況をお知らせします

　政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から交

付されるもので、交付額は議員１人につき年額15万円です。

　政務活動費は、条例で定められた使途基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年

度末に領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が15万円に満たなかった場合は残金

を返還し、15万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。

　平成30年度は22名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

※ 宮古市議会では、政務活動費の収支報告書をホームページへ掲載しています。
　詳しくは議会事務局（☎ 68-9113）までお問い合わせください。

議員氏名 交　付
決定額 支出額 返還額 支出実績

内　　　　　　　訳

研　究
研修費

調　査
旅　費

資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 広聴費 その他

経　費

白　石　雅　一 150,000 51,533 98,467 51,533 0 18,852 0 20,691 11,990 0 0

木　村　　　誠 150,000 90,194 59,806 90,194 0 50,621 0 39,573 0 0 0

西　村　昭　二 150,000 46,932 103,068 46,932 0 46,932 0 0 0 0 0

畠　山　　　茂 150,000 73,473 76,527 73,473 50,286 0 0 23,187 0 0 0

小　島　直　也 150,000 90,910 59,090 90,910 0 50,510 0 40,400 0 0 0

鳥　居　　　晋 150,000 70,024 79,976 70,024 0 32,440 0 37,584 0 0 0

熊　坂　伸　子 150,000 53,169 96,831 53,169 0 53,169 0 0 0 0 0

佐々木　清　明 150,000 110,553 39,447 110,553 59,930 50,623 0 0 0 0 0

橋　本　久　夫 150,000 132,760 17,240 132,760 58,430 64,133 0 10,197 0 0 0

伊　藤　　　清 150,000 82,164 67,836 82,164 0 71,967 0 10,197 0 0 0

佐々木　重　勝 150,000 83,984 66,016 83,984 0 54,227 0 29,757 0 0 0

髙　橋　秀　正 150,000 150,000 0 158,446 97,646 0 0 40,800 20,000 0 0

坂　本　悦　夫 150,000 142,813 7,187 142,813 77,560 0 0 65,253 0 0 0

長　門　孝　則 150,000 150,000 0 158,735 136,341 0 22,394 0 0 0

竹　花　邦　彦 150,000 108,101 41,899 108,101 49,306 0 0 58,795 0 0 0

落　合　久　三 150,000 0 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0

松　本　尚　美 150,000 82,829 67,171 82,829 0 70,517 0 12,312 0 0 0

加　藤　俊　郎 150,000 99,453 50,547 99,453 52,260 47,193 0 0 0 0 0

藤　原　光　昭 150,000 150,000 0 153,164 49,426 19,280 0 84,458 0 0 0

田　中　　　尚 150,000 150,000 0 184,150 99,910 0 0 84,240 0 0 0

工　藤　小百合 150,000 105,967 44,033 105,967 51,740 54,227 0 0 0 0 0

古　舘　章　秀 150,000 12,657 137,343 12,657 0 0 0 12,657 0 0 0

合　計 3,300,000 2,037,516 1,262,484 2,092,011 646,494 821,032 0 592,495 31,990 0 0

平成30年度  宮古市議会政務活動費  収支一覧 （単位：円）
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議会トピックス

8
月
26
日
、
市
政
調
査
会
で
は
「
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
」
に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施
し
、
現
地

視
察
と
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
視
察 

①

…
株
式
会
社
ウ
ッ
テ
ィ
か
わ
い 

区
界
発
電
所

　（ 再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
設
備
）

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
環
境
に
負
荷
の
な
い

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
を
株
式
会
社
ウ
ッ

テ
ィ
か
わ
い
が
区
界
に
設
置
。
県
内
で
初
め
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
設
備
認
定
を
受
け
、
平
成
26
年
3

月
に
運
転
開
始
し
ま
し
た
。

現
地
視
察 

②

…
宮
古
く
ざ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

施
設
は
、
区
界
の
市
の
所
有
地
49 

ha
に
設
置
さ

れ
、
仏
国
の
ト
タ
ル
社
と
米
国
の
サ
ン
パ
ワ
ー
社

が
約
80
億
円
を
投
じ
て
、
令
和
元
年
5
月
30
日
に

完
成
し
ま
し
た
。

講
演
会

… 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
か
か
る
ド
イ

ツ
視
察
報
告

　（ 講
師
…
宮
古
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
部

長

　滝
澤 

肇

　氏
）

宮
古
市
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
課
題

に
6
月
22
日
か
ら
29
日
の
日
程
で
、
ド
イ
ツ
の
各

都
市
や
研
究
所
を
視
察
。
講
演
会
で
は
滝
澤
部
長

か
ら
「
石
油
中
心
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
す
る
シ
フ
ト
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
都
市

公
社
（
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
）
の
存
在
は
大
き
い
。

公
社
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
組
織
で
、国
内
に
約
１
０
０
０
社
ほ
ど
あ
り
、

電
力
小
売
り
や
公
共
交
通
事
業
な
ど
を
運
営
し
、

雇
用
を
作
り
出
し
、
地
域
循
環
型
経
済
に
貢
献
し

て
い
る
。」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、
8
月
22
日
、
廃
校
と

な
っ
て
い
る
市
内
7
箇
所
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
少
子
化
に
伴
い
、
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る

廃
校
舎
の
増
加
が
全
国
的
に
も
問
題
視
さ
れ
て
お

り
、
当
市
で
も
そ
れ
ら
の
利
活
用
に
つ
い
て
模
索

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
廃
校
舎
は
現
在
、
一
部

避
難
所
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
効
な

利
活
用
方
法
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
す
。

視
察
を
し
た
廃
校
舎
は
、
現
状
の
ま
ま
で
は
利

活
用
が
困
難
と
思
わ
れ
る
老
朽
化
し
た
も
の
や
、

一
方
で
未
だ
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
立
派
な
も

の
も
あ
り
、
そ
の
状
態
は
様
々
で
し
た
。

さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
廃
校
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作

り
の
場
と
し
て
の
利
用
や
企
業
誘
致
等
を
軸
に
、

時
間
を
か
け
て
議
論
す
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
東
日
本

を
縦
断
し
た
台
風
19
号
は
、
洪
水
や
土
砂

に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
本
市

で
も
一
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
生

活
再
建
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
９
月
の
定

例
会
議
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
市
の

税
金
が
適
切
に
使
わ
れ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
等

は
、
予
算
に
も
反
映
さ
れ
、
よ
り
よ
い
宮

古
市
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
災
害
復
旧
関
連
の
補
正
予
算
や
、
新

年
度
の
予
算
が
出
て
き
ま
す
が
、
本
市
が

よ
り
よ
い
方
向
に
進
む
よ
う
、
議
員
一
同

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委 

員 

長 

白

　石

　雅

　一

副
委
員
長 

西

　村

　昭

　二

編
集
委
員 

畠

　山

　
　
　茂

 

小

　島

　直

　也

 

鳥

　居

　
　
　晋

 

佐
々
木

　清

　明

編

後

集

記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編集委員

佐々木 清 明

市
政
調
査
会「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」に
つ
い
て

研
修
会
を
実
施

市
内
廃
校
舎
の

現
地
視
察
を
実
施

※
市
政
調
査
会
…
市
議
会
議
員
を
会
員
と
し
、
市
政
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
行
う
会

19

議
会
報
告
会

一

般

質

問

９
月
定
例
会
議

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

み
ん
な
の
ラ
ウ
ン
ジ

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
編
集
後
記



令
和
元
年
11
月
15
日 

第
58
号 

発
行
／
宮
古
市
議
会
（
〒
０
２
７
│

８
５
０
１ 

宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30
号 

☎
０
１
９
３

　
２
１
１
１
） 

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
／
有
限
会
社
宮
古
プ
リ
ン
ト

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

宮古市議会
ホームページ

宮古市議会
Facebook

62

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
条
例
が
、
９

月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ

り
年
齢
や
所
得
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
０
〜
２
歳
児
の

保
育
料
が
無
償
化
と
な
り
、
実
費
徴
収
と
な
る
３
〜

５
歳
児
の
副
食
費
も
実
質
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

市
の
施
策
や
、
本
市
で
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
パ
パ
・

マ
マ
や
幼
稚
園
の
先
生
方
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

就
学
前
の
幼
児
教
育
・

 

保
育
に
係
る
費
用
無
償
化

大
村
さ
ん
　
自
宅
か
ら
近
い
こ
と
も
あ

り
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ふ
れ
あ

い
広
場
で
す
。

―
―
子
育
て
に
関
す
る
施
策
で
、
市
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

大
村
さ
ん
　
施
策
に
関
し
て
は
と
て
も

満
足
し
て
い
ま
す
が
、
マ
マ
友
た
ち
と

話
に
な
る
の
が
、
市
内
に
沢
山
の
公
園

は
あ
る
が
、
駐
車
場
が
あ
る
公
園
が
少

な
く
て
岩
泉
や
山
田
の
施
設
に
遊
び
に

行
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な
公
園
が
欲

し
い
で
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
子
供
に
と
っ

て
、
宮
古
市
が
ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
？

大
村
さ
ん
　
宮
古
の
よ
い
と
こ
ろ
を
残

し
な
が
ら
、
働
く
場
所
を
増
や
し
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
将
来
宮
古
に
子
ど

も
た
ち
が
残
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
。

小
百
合
幼
稚
園

―
―
今
回
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
す
か
？

加
藤
園
長
　
ご
家
庭
に
と
っ
て
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
も
幼
稚

園
側
で
も
準
備
不
足
の
ま
ま
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
の

中
で
無
償
化
と
な
っ
て
余
裕
が
出
た
お

金
の
使
い
道
も
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
対
象
の
保
護
者
の
反
応
は

い
か
が
で
す
か
？

加
藤
園
長
　
10
月
16
日
、
無

償
化
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
し

ま
し
た
が
、
率
直
に
う
れ
し

い
、
助
か
る
、
よ
か
っ
た
、
と

の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

―
―
今
回
の
無
償
化
に
よ
り
入

園
を
希
望
す
る
児
童
が
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
受
け
入

れ
を
す
る
に
あ
た
り
、
保
育
現

場
で
の
問
題
、
課
題
等
は
あ
り

ま
す
か
？

加
藤
園
長
　
希
望
す
る
児
童
が

い
た
と
し
て
も
、
今
後
も
少
子

化
に
よ
り
市
内
の
児
童
も
減
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受

け
入
れ
る
た
め
に
は
施
設
と

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
で

す
。
私
立
の
幼
稚
園
と
し
て
は

経
営
の
不
安
も
払
し
ょ
く
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
私
立

の
幼
稚
園
に
対
し
て
も
更
に
行

政
か
ら
の
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

現
在
、
子
育
て
中
の

  

市
内
在
住
　
大
村
さ
ん

―
―
宮
古
市
の
子
育
て
施
策
（
10
月
か

ら
の
無
償
化
）
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま

し
た
か
？

大
村
さ
ん
　
知
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
そ
の
施
策
に
つ
い
て
ど
う
お
も
わ

れ
ま
す
か
？

大
村
さ
ん
　
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
2
歳
の
女
の
子
が
い
ま
す
が
、

11
月
24
日
に
２
人
目
が
生
ま
れ
る
予
定

で
す
。
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
に
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
3
人
目

の
子
供
も
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
親
子
で
よ
く
行
く
市
内
の
施
設
や

遊
び
場
は
ど
こ
で
す
か
？

大村 清さん、里美さん、律ちゃん（２才）

園庭で元気よく遊ぶ児童達


